容をも つ た 事 がらが、 数 限り もな くた だ 万華鏡 裏の 影 

像の ように 瞬間 的の 印象し かと どめない。 そのよう に 

して われわれの 網膜 は 疲れ 麻痺して しま つ て その 瞬時 

の 影像 すら 明瞭 に 正確に 認める ことができ なくな つ 

てし まう ので は あるまい か。 

こういう 習慣 は 物事に 執着して 徹底的に それ を 追究 

しょうま 

するとい う 能力 をな しくず しに 消磨させる。 たとえば 

ほんとうに 有益な まとま つ た 書物で も 熟読し ようと い 

うような 熱心と 気力 を 失わせる ような 弊が あり はし ま 

ヽゝ o 

レ 力 

このような 考えから、 私 はいつ その 事 日刊新聞 とい 



以外に 迷惑した の はだれ だった ろうと 考えて みた。 

続き ものの 小説が 肝心のと ころで 中絶した ために 不 

平であった 人 もあろう し、 毎朝の 仕事の ようにし てよ 

ん でい た 演芸 風聞 録が 読めない のでなん だか 顔で も 洗 

ひまじん 

いそこなつ たような 気持ちの する 閑人 もあった ろう。 

こういう 善良な 罪のない 不満に 対して は 同情し ない 

わけに はいかない。 しかし 現在の 実験 を 遂行す る 場合 

にこの 物足りな さ を 補うべき 代用 物 はいくら でも 考え 

得られる。 それに は いわゆる 新聞 小説よりも もっとお 

もしろ くて 上等で かつ 有益な 小説 もあろう し、 風聞 録 

の 代わりになる も つ とまと ま つ た 読み物 も あるだろう _ 



謡の 好きな 人 は その 時間に 一 番 ずつうた う もよ し、 

盆栽 を 楽しむ 人 は 盆栽 をい じる もい いし、 収集家 は収 

集 品の 整理 を やる もい いだろう。 

昼も夜も 忙しい 人 は 出勤 前の わずかな 時間まで も 心 

せわし さ を むさぼる かの ように 急いで 新聞 を 読む 代わ 

りに、 さなく ばめ つたに 口 をき く 事の ない 家族と よも 

やまの 談を かわす もい いだろう。 あるいは 特にそう い 

う 人た ち はこの 時間 を 利用して 庭に でもお リ、 高い 大 

空 を 仰いで 白雲で も ながめながら 無念無想 の 数 分 間 を 

過 一 J す 事が できたら その 効果 は 肉体的 に も 精神的 に も 

意外に 大きな ものになる かもしれ ない。 私 はむしろ 大 



はどうしても ひと 月 以上 はか かる。 しかし 私 は それが 

ために、 英国 や 欧州の みならず 世界 じゅうに おける 重 

要な 出来事 を あまりに おそく 知った ために、 著しい 損 

をした と 思つ た 事が まだない ように 思う。 の みならず 

こちらの 新聞の 電報 欄の 不徹底な 記事で 読んだ 時 はな 

んの事 だか わからずに いたいろ いろの 事 がらが、 これ 

を 読んで 始めて ふに 落ちる 事 もしば しば ある。 これ は 

おそらく 自分の ような 迂闊な ものに 限った 事で はなく 

始めに あげたよ うな いわゆる 善良に して まじめな 大多 

数の 日本国民に つ いて 同様に 当てはまる 事で は ある ま 

ヽゝ o 

レ 力 



際に、 もう 少し 清らかな 頭 を もって、 神聖で あるべき 

その 日の 勤めに 対する 事が でき はしまい か。 そうして 

ただいた ずらに いらだたしい 心持ちから 救われて、 め 

いめいの 大事な 仕事の 能率 を 高める 事が でき はしまい 

ゝ o 

力 

広告の 次に いわゆる 三面記事 を 取って しまったら ど 

のく らい 気持ちが いい ものになる だろう。 昔 「日本」 

という 新聞が あった。 三面記事が 少しもなくて、 うる 

さい ルビ— がなかった。 私 は 毎朝 あれ をた だ あけて 見 

る だけで 気持ちが よかった。 ああい う 新聞 は 今日で は 

到底 存在 を 維持し にくい そうで ある。 



きょう 

今年の 正月に ノ — スク リツ フ 卿が コロン ボで タイ 

ムスの 通信員に 話した 談話の 中に、 「東洋の 新聞の 中 

では 日本の がいちばん 信用が できる。 ただし いわゆる 

『第三 面』 として 知られた notorious scandal のた め 

に そこなわれて はいるが」 とあった。 この 人の いう 事 

が どこまで 信用で きる か 私に はよ くわから ない が、 と 

も かく も 「第三 面」 は 世界的の notoriety を 保有して 

いる 事に な つ てはいる と 見える。 

「三面」 記事 も 純 客観的に 正しく 書かれれば 有益で あ 

りうる。 たとえば 議会 や 公判の 筆記で も、 それが 忠実 

な ものなら、 すべての 人の 何 かの 参考に なり、 少なく 



はすで に 現実化され たようで も あるが、 残る 半分すな 

わち 日刊の 廃止と いう 事 はちよ つ と 実現され る i 然性 

が 乏しい。 

しかし 旬刊 週刊 等の 発行に よって 個人個人 にこの 実 

験 を 不完全ながら も 遂行す る 事が 可能に な つ たように 

見える。 すなわち 旬刊 週刊 だけ を 読んで 日刊に は 手 を 

触れない 事に すれば 目的 は 達せられそう である。 

私 は軽卒 にこの 実験 を 人に 強うる 気 はない が、 とも 

かく もまず 自分で 試みたい という 希望 はも つてい る。 

しかし 現在の 旬刊 や 週刊が 依然として 日刊と 並行して 

出て いる 限り、 また その 編集 方法が 私の 考えて いるの 
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